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ABSTRAK 

 

Khairunisa Mutiara Sandi. 2023. Analisis Kesulitan Mengungkapkan 

Argumentasi dalam Supiichi Mahasiswa Kaiwa V Prodi Pendidikan Bahasa 

Jepang Universitas Negeri Jakarta. Skripsi. Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas 

Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini dilakukan pada 33 mahasiswa Universitas Negeri Jakarta yang 

mengikuti perkuliahan Kaiwa V. Tujuan dari penelitian ini untuk mengetahui 

penyebab kesulitan mengungkapkan argumentasi dalam supiichi serta strategi 

mahasiswa untuk mengatasi penyebab kesulitan tersebut. Penelitian ini 

menggunakan metode analisis deskriptif kualitatif dengan kuisioner sebagai sumber 

data primer yang diperkuat dengan wawancara serta observasi yang dilakukan pada 

mahasiswa. Faktor penyebab kesulitan dikelompokan menjadi dua secara garis 

besar yaitu faktor internal dan faktor eksternal. Faktor internal meliputi 

pengetahuan kebahasaan, pengetahuan materi, penampilan, latihan dan psikologis. 

Sedangkan faktor eksternal meliputi suasana dan moda pembelajaran. Berdasarkan 

hasil analisis ditemukan indeks persentase tertinggi untuk masing-masing faktor 

internal terletak pada keterbatasan kosakata, kebiasaan menerjemahkan dari bahasa 

Indonesia ke dalam bahasa Jepang, kurangnya referensi untuk memperkuat 

argumentasi, sudah sering latihan tetapi masih sering blank, gugup saat melakukan 

kontak mata dengan audiens serta kebingungan saat menerima respon yang di luar 

prediksi. Sedangkan indeks persentase tertinggi untuk faktor eksternal terletak pada 

suasana ruangan yang tidak kondusif. Strategi mahasiswa untuk mengatasi 

kesulitan yang dialami adalah dengan mencari referensi materi, latihan berulang 

kali, menonton anime/dorama/mendengarkan lagu berbahasa Jepang untuk 

menambah kosakata serta selalu meyakinkan diri sendiri. 

 

Kata kunci: kesulitan dalam argumentasi, supiichi, faktor-faktor penyebab kesulitan, 

faktor internal, faktor eksternal, strategi. 
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ABSTRACT 

 

Khairunisa Mutiara Sandi. 2023. Analysis of Expressing Argument Difficulties in 

Japanese Speech of Kaiwa V Student in Japanese Language Education Study 

Program State University of Jakarta. Thesis. Japanese Language Education Study 

Program. Faculty of Language and Arts. State University of Jakarta. 

This research was conducted on 33 students of State University of Jakarta 

who attended Kaiwa V class. The purpose of this research was to find out the causes 

of difficulties in expressing arguments in Japanese speech and solution to overcome 

the causes of these difficulties. The research method use was descriptive qualitative 

analysis with questionnaire as primary data source and supported by interviews and 

observations conducted on students. The causes of difficulties are divided by two 

factors, internal and external factors. Internal factors include linguistic knowledge, 

material knowledge, performance, training process and psychology. While external 

factors include the circumstance and learning mode. The result showed that lack of 

vocabulary, the habit of translating from Indonesian into Japanese, lack of reference 

to support arguments, practice frequently but often to be blank, nervous while 

making eye contact with the audience and confused while receiving an unexpected 

respond as the highest index percentage for each internal factor. While non 

supportive circumstance as the highest index percentage of external factor. Then as 

students’ strategies to overcome the causes of difficulties, searching for the 

reference materials, practicing repeatedly, watching anime/Japanese 

drama/listening to Japanese songs to gain more vocabulary and convincing 

themselves that they can do that. 

 

Keywords: difficulties in argument, Japanese speech, causes of difficulties, internal 

factor, external factor, strategy.  
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ジャカルタ国立大学日本語学科で会話Ｖ学生の 

スピーチにおける議論表現の難しさの分析 

 

ジャカルタ国立大学 

Khairunisa Mutiara Sandi 

itsmutiara143@gmail.com 

 

概要 

 

A. 背景 

話すことは言語スキルの重要な要素であり、特に言語スキルを口頭

でサポートする上で重要である。Sadono と Slamet（2014）によると、

話すことは、聞き手のニーズに応じて開発された意見やアイデアを表

現する手段である。ジャカルタ国立大学の日本語学科では、話す能力

を磨くために「会話」という科目がある。学生はレベル I ～ VI のこの

科目を受講する必要がある。 

会話Ｖの授業では、話す活動の一つであるスピーチを主な教材とし

ている。Arsjad (1988) によると、スピーチというのは聞き手に説得力

を与える意図で、考え、情報、とアイデアを伝え、浸透させるもので

ある。スピーチには、情報、アドバイス、動機、警告、知識を提供す

る機能がある。これは、会話Ⅴの授業活動の実践に則っており、学生

は、朗読されたテキストと質疑応答セッションの両方でスピーチを行

う際に、議論ができることを求められる。 

議論というのは意見、立場、考えを強化または支持する目的で理由

を説明することである(Nursito, 1999)。議論するとき人々は自分の言う

ことを裏付けるために有効な事実を語る。 したがって、議論するとき

mailto:itsmutiara143@gmail.com
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は、聞き手が述していることに同意するように、論理的または事実上

の証拠が必要である。 

Annisa と Rosliyah (2022) によると、学生が日本語で考えを伝えるの

は難しいことが示されている。これは村岡の研究結果によると、学生

は多くの人と議論する際に難しさを経験する（2002）。さらに観察や

インタビューを通じ、著者は会話 V の授業中にスピーチ活動の難しさ

を発見した。研究の結果に基づくとスピーチは学生に自分の経験から

体的で現実的な考えを表現するように刺激することがわかる (菅, 2017)。

一方、会話 V の講師へのインタビューから授業でスピーチの中に、日

本語での議論を表現することに難しさが見られたことがわかる。学生

は議論を表現することがよくできない。 

これはいくつかの要因によって引き起こされる。最も明白なのは語

彙と文法の熟達の不足である。さらに Diner (2019) によると日本語活動

の難しさは語彙、文型、表現についてまだ考えるので、日本語を話す

が不安になる。本研究は学生が議論を表現するのを難しさが要因であ

る。目標は難しさの要因と学生の戦略を見つけることである。 

B. 問題提供 

1. ジャカルタ国立大学日本語学科の会話Ｖの学生はスピーチにお

ける議論を表示することの難しさが内的要因と外的要因とは何

だろうか？ 

2. ジャカルタ国立大学日本語学科の会話Ｖの学生はスピーチにお

ける議論を表示することの難しさの戦略は何だろうか？ 

C. 研究方法 

本研究では、質的な研究アプローチであり、データを記述的に提示

する研究を採用している。Sugiono (2014) によると、定性的な記述方法

は、通常、自然で客観的条件で使用される研究である。本研究で使用

される質的アプローチは、多くのグループによって社会問題に起因す
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る意味を調査する方法を使用することを目的としている  (Cresswell, 

2016)。 

本研究はアンケートの質的な研究である。Jansen（2010）によると、

ある集団の多様性を調査することである。したがってアンケートの質

的な研究は、母集団の問題を説明するのに役立つ。本研究では「non 

probability sampling」と「purposive sampling」を使用する。研究で使用

されるデータ収集手法は アンケート、インタビュー、観察である。デ

ータ分析は、データ収集が行われたとき、または研究の必要性に応じ

てデータ収集が完了した後に実行される。本研究では、使用されたデ

ータ分析技法は、データアンケートのパーセンテージ技法と、Miles と

Hubermanモデルの質的データ分析技法だった。 

1. パーセンテージ技法 

パーセンテージ技法を使用してアンケートを分析する方法は次

のとおりである。 

a. データチェックデータの頻度の計算 

回答者の回答の完全性を確認することで、アンケートに含ま

れるデータの取得を確認する。アンケートの回答を計算する

際に使用される指標は、likert scaleである。 

b. アンケートで用いたパーセンテージの技法は、以下の式を用

いている。 

 

c. テーブル内の各調査票の回数とパーセント量をグループ化す

る。 

P = 
𝐹

𝑁
× 100% 

説明 : P = パーセント量 

F = 回答頻度 

N = 回答者の総数 
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d. データの解釈. 

収集されたアンケート回答の解釈は、次の手順で実行される。 

1) 各カテゴリの回答得点の数を探す。 (強く賛成、賛成、反

対、強く反対) 

2) パーセンテージの結果からアンケートの値の解釈に基づ

き結論が導き出される。 

3) パーセンテージ指標を計算して結論を出す。 

2. Milesと Huberman によるデータ分析手法 

質的データのデータ分析は、一定期間のデータ収集が終了する

まで続けられるという。データ分析活動で、データ分析には、デー

タ縮小、データ表示、から結論が導かれる（Sugiyono, 2020）。 

本研究で用いた分析基準は、(1)スピーチで主張を表現しにくい

内的要因と外的要因を分析する。 (2)これらの要因は、Burns (1997)、

Nursyams (2018)、Susanti (2018)、および Horwitz (1986) によって提

唱された理論に基づき開発された。(3)次はスピーチで難しさの要

因を克服する学生の戦略策を分析する。 

D. 解決 

データの取得はアンケート、インタビューと観察である。会話の授

業をした学生を対象にデータ収集アンケートが行われる。データの全

体的な結果を以下に示す。 

内的要因 パーセンテージ 

文法知識の要因  

語彙が限られているので、スピーチで議論を表現するのは難しい。 81% 

インドネシア語で日本語に翻訳しているので、スピーチで議論を述べる時間が

必要である。 
81% 

語法/言葉遣いのアレンジができないので、スピーチで議論を表現するのは難し

い。 
77.25% 

文法が不十分なので、スピーチで議論を表現するのは難しい。 76.50% 
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インドネシア語は日本語と構造が違うので、スピーチで議論を表現するのは難

しい。 
75.00% 

  

資料知識要因  

議論を強化したいのが参照資料が不足しているので、スピーチで議論を表現す

るのは難しい。 
68.25% 

ネタを熟知していないので、スピーチで議論を表現するのは難しい。 60.50% 

  

練習の要因  

演習を終えるも頭が真っ白になることが多いので、スピーチで議論を表現する

のは難しい。 
83.25% 

教室の外での練習が不足しているのでスピーチで議論を表現する準備ができな

い。 
72.75% 

教室の中での練習が不足しているのでスピーチで議論を表現する準備ができな

い。 
71.25% 

  

パフォーマンスの要因  

聴衆と目を合わせると緊張するのでスピーチで議論を表現するのは難しい。 79.50% 

吃音症なのでスピーチで議論を表現するのは難しい。 73% 

しっかりとはっきりと話すことができないのでスピーチで議論を表現するのは

難しい。 
68.25% 

ジェスチャーを使って議論を裏付けるときはギクシャクなのでスピーチで議論

を表現するのは難しい。 
67.50% 

議論を裏付けるときジェスチャーを使うことはないのでスピーチで議論を表現

するのは難しい。 
66.75% 

区切り方が分からないのでスピーチで議論を表現するのは難しい。 66.00% 

議論を裏付けるとき発音とリズムを設定できないのでスピーチで議論を表現す

るのは難しい。 
66% 

  

心理的要因  

予想外な質問と返事をされると混乱してしまうのでスピーチで議論を表現する

のは難しい。 
83.25% 
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気持ちが悪いときはスピーチでの議論を表現するはよくできない。例えば憤ろ

しいまたは悲しい。 
76.50% 

病気のときはスピーチでの議論を表現するはよくできない。例えば熱または風

邪。 
75.75% 

資料をしっかり準備した。しかし、まだ心配だったのでスピーチで議論を表現

するのは難しい。 
75.00% 

精神的に準備ができないのでスピーチで議論を表現するのは難しい。 74.00% 

他の学生はわたしよりも議論が上手なと思うのでスピーチで議論を表現するの

は難しい。 
73.50% 

自信がないのでスピーチで議論を表現するのは難しい。 72.00% 

私の前に現れた学生はとてもよくやったのでスピーチで議論を表現するのは自

信はない。 
70.50% 

間違えたときに聴衆に笑われることへの恐れのでスピーチで議論を表現するの

は難しい。 
68.00% 

聴衆の返事を否定的に考えているのでスピーチで議論を表現するのは難しい。 64.50% 

  

外的要因  

環境と学習モードの要因  

落ち着かない部屋にいるときスピーチで議論を表現すると集中力が切れてしま

うことがよくあった。 
78.75% 

オンライン授業のちが生徒は自信を持って議論できる。 77.25% 

煩い音が聞こえたときスピーチで議論をすることに集中できなかった。 76.50% 

 

さらに、データに基づき難しさの要因を戦略するためには次のとおり

である。 

1. すべての学生は議論を強化するために参照資料を探す。これは

資料知識不足による難しさ要因を戦略のためである。 

2. ほぼすべての学生はスピーチをする前にスクリプトを確認する。

これは物質的知識不足による難しさの要因を戦略のためである。

これは議論を表現する難しさを戦略のためだけでなく学生の自

信を強めるためにも行われる。 
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3. ほぼすべての学生はアニメ/ドラマを見る、日本語歌を聴く。こ

れは語彙不足による難しさを戦略のためである。 

4. ほぼすべての学生はオンライン授業の場所で騒音がある場合は、

場所を変更する。 

5. ほぼすべての学生はよく練習すること、スピーチする前に自信

をもつことができる。 

E. 結論 

この調査の結果は以下の通りである。 

1. スピーチで議論を表現することが難しい文法知識の要因は語彙

が限られていると、インドネシア語で日本語に翻訳しているで

あった。 

2. スピーチで議論を表現することが難しい物質的知識要因は議論

を強化するが参照が不足しているためであった。 

3. スピーチで議論を表現することが難しい練習の要因は演習を終

えるも頭が真っ白になることが多いであった。 

4. スピーチで議論を表現することが難しいパフォーマンスの要因

は聴衆と目を合わせると緊張することであった。 

5. スピーチで議論を表現することが難しい環境と学習モードの要

因は落ち着かない部屋であった。 

6. スピーチで議論を表現することが難しい心理的要因は予想外な

質問と返事をされると混乱しまうことであった。 

上記の結果に基づき、最もパーセンテージが高い内的要因は学

生の心理である。最もパーセンテージが高い外的要因は授業する時

の学生環境の状況である。さらに学生の難しさ要因を戦略のために

は参照資料を探す、よく練習する、アニメ/ドラマを見るまたは日

本語歌を聴って自分に自信を納持たせることである。 
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